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➢都市浸水・地下空間の浸水

➢中部大学のある春日井市の水災害

➢巨大洪水・巨大台風に対する備え
→今後の検討課題

本日の話題提供



流域治水

国土交通省ホームページより

河川管理者が主体となっ
て行う治水対策に加え、
氾濫域も含めて一つの流
域として捉え、その河川
流域全体のあらゆる関係
者が協働し、流域全体で
水害を軽減させる治水対
策

➢ 土中への浸透、田んぼ・畑などでの貯留の向上
➢ 下流は大都市であり人が多く、対応が難しいので、計画

規模以上の洪水であれば、上流で適切に貯留させる
➢ 防災・減災に関する情報に注意して、避難、BCPを意識す

ることが重要 効果の定量化、費用負担



高潮（伊勢湾台風、愛知県）

巨大台風



東海ネーデルランド
高潮・洪水地域協議会

伊勢湾台風では海抜ゼロメートル地帯が4ヶ月以上に渡って浸水。
死者行方不明者は5,098名。

伊勢湾台風の来襲（1959年9月）

決壊した山崎川右岸堤防（名古屋市南区）決壊した海岸堤防（半田武豊）

伊勢湾台風による浸水状況図 出典：中部地域づくり協会HP

水中に取り残された家屋（桑名市）

水中に孤立した盛土上の家屋（旧長島町） 5

2024年は
伊勢湾台風から65年



東海ネーデルランド
高潮・洪水地域協議会濃尾平野ゼロメートル地帯

6濃尾平野の標高図（デジタル標高地形図（国土地理院））



東海ネーデルランド
高潮・洪水地域協議会濃尾平野ゼロメートル地帯

三重県桑名郡木曽岬町の井戸の抜け上がり状況（平成26年6月撮影）
※近傍の水準点（C35－9）における累積沈下量：116cm（昭和36年～平成25年）

出典：平成25 年における濃尾平野の地盤沈下の状況 東海三県地盤沈下調査会A－A’断面

A

A’

湛水面積：約200km2

湛水量：約2億2千万m3

地域 ゼロメートル地帯（km2）

関東平野 １３４

九十九里平野 ８

新潟平野 １８３

豊橋平野 ２７

岡崎平野 ５７

濃尾平野 ３９５（３３％）

大阪平野 ９６

高知平野 １０

筑後・佐賀平野 ２５３

その他 １７

全国 １，１８０（１００％）

出典：環境省「全国の地盤沈下地域の概況（平成18年度）」
ゼロメートル地帯：朔望平均満潮位以下の地域
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東海ネーデルランド
高潮・洪水地域協議会濃尾平野ゼロメートル地帯

出典：平成27 年における濃尾平野の地盤沈下の状況 東海三県地盤沈下調査会

地下水規制で地下水位は回復したが、地盤沈下は回復しない

三重県桑名市長島町白鶏

158ｃｍ

名古屋市港区新茶屋四丁目

132ｃｍ

愛知県弥富市神戸七丁目

150ｃｍ

水準点の累積沈下量と地下水位観測所の年平均地下水位
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東海ネーデルランド
高潮・洪水地域協議会濃尾平野ゼロメートル地帯

昭和36年以降の累積沈下量等量線（単位：cm） （昭和36年2月～平成27年11月）

出典：平成27 年における濃尾平野の地盤沈下の状況 東海三県地盤沈下調査会

高度成長期の過剰な地下水汲み上げによる地盤沈下
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東海ネーデルランド
高潮・洪水地域協議会

2005 ハリケーン・カトリーナが合衆国東南海岸に来襲
ニューオリンズの水没をはじめ甚大な被害 （千数百人が犠牲）

アメリカにおけるハリケーン対応

出典：米国土木学会ハリケーン・カトリーナ外部審査委員会報告書 出典：地理院地図（国土
地理院HP）に一部加筆

太平洋

大西洋
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出典：米国土木学会ハ
リケーン・カトリーナ外
部審査委員会報告書

水浸しの
ニューオーリンズ

モーリバ湖

サルバドル湖

ニューオリンズ

ボーン湖

ブレトン湾

2008 ハリケーン・グスタフ
対策の改善

避難率９５％
課題を改善

事前の広域避難
⇒課題もあり

避難率80%
市内の避難所などには残
留者が集まり、劣悪な環
境（死者も発生）

関連機関との連携
不足
市内で略奪発生

など



2012 ハリケーン・サンディ タイムラインの導入
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平成２４年９月台風１７号（第二版を活用した情報発信の検証）

伊勢湾台風
（台風15号）

フェーズ0【ステージ0】
9/28 22時（925hPa 最大風速45m/s：上陸50時間前）

ＴＮＴメンバーへ情報発信予告
行動計画：上陸36時間前に情報共有本部立上げ

フェーズ0【ステージ1】
9/29 19時（935hPa 最大風速45m/s：上陸20時間前）

ＴＮＴメンバーへ情報提供（第1号）
行動計画：上陸24時間前に自主避難の呼びかけ

フェーズ0【ステージ4】
9/30 18時（970hPa 最大風速35m/s：上陸後伊勢湾最接近時）

ＴＮＴメンバーへ情報提供（第5号）

9/30 21時50分
（975hPa 最大風速35m/s：通過後）

情報提供（第6号（最終報））

上陸時935hPaを想定（実際965hPa）
情報共有本部の立ち上げ基準：上陸時930hPa程度

※危機管理行動計画（第二版）P.42

フェーズ0【ステージ2】
9/30 3時（915hPa：上陸12時間前）

避難準備情報を発表

フェーズ0【ステージ3】
9/30 6時（915hPa：上陸9時間前）

避難勧告の発令

フェーズ0【ステージ3】
9/30 9時（950hPa 最大風速40m/s：上陸6時間前）

ＴＮＴメンバーへ情報提供（第2号）
行動計画：避難指示の発令

フェーズ0【ステージ4】
9/30 12時（950hPa 最大風速40m/s：上陸3時間前）

ＴＮＴメンバーへ情報提供（第3号）

フェーズ0【ステージ4】
9/30 15時（965hPa 最大風速35m/s：上陸時）

ＴＮＴメンバーへ情報提供（第4号）

台風上陸の24時間前が休日（日曜日）の深夜となる可能性が高いため、
あらかじめ情報提供する旨、TNTメンバーへ周知（上陸予測の50時間前）。

予 測
今回の
行動

2012/09/28
22：00

台風上陸50時間前 予告

2012/09/29
19：00

台風上陸20時間前 第1号

2012/09/30
09：00

台風上陸6時間前 第2号

2012/09/30
12：00

台風上陸3時間前 第3号

2012/09/30
15：00

上 陸 第4号

2012/09/30
18：00

第5号

2012/09/30
22：00

第6号

※最大風速とは、中心付近の最大風速のこと

中部地方の巨大水害への取り組み：スーパー伊勢湾台風

TNT：東海ネーデルランド高潮・洪水地域協議会
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広域避難計画の精査
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湛水期間分類図

【湛水期間】

■3日以内
（T.P+0m以上）
域内で収容

■3～7日
（T.P+0m以下）
可能な限り域内で収容

■8日以上
（T.P-0.566m以下）
広域避難



広域避難計画の精査（3）

15

域内避難を基本とするが、域内避難可能人数に応じて広域避難を実施する。
①湛水期間 3日以下のエリアは、全員域内で収容する。
②湛水期間 7日以下のエリアは、可能な限り域内で収容する。

（①エリア除く） ＝避難所に収容し切れない場合は広域避難に振り替え
③湛水期間 8日以上のエリアは、広域避難または二次避難とする。

（※）日数は仮の設定

二
次
避
難
ま
で
の
期
間
設
定
が
課
題

要避難者数の考え方の修正（要避難者数精査の実施）精査第２段階

例えば

③湛水期間8日以上
のエリア

②湛水期間7日以下のエリア

①湛水期間3日以下のエリア

避難所

避難所

避難所

避難所

避難所

※域内避難と
広域避難に分ける

一次避難

一次避難

一次避難

二次避難（一次避難後）

広域避難（一次避難）

広域避難（一次避難）広域避難（一次避難）

広域避難
（一次避難）

一次避難

二次避難
（一次避難後）

二次避難（一次避難後）



（危機管理行動計画（第二版）P.79）

 広域避難オペレーションの基礎情報概要（案） ～351,700人の広域避難計画～

エリア８

50000

エリア１

エリア２
エリア３

エリア４

エリア５

エリア６ エリア７

エリア９
エリア内で収容

エリア内で収容

エリア内で収容

25400

31700

78400

160500

5700

桑名市
川越町
朝日町

大垣市
海津市
養老町
輪之内町

津島市
愛西市
稲沢市

七宝町,美和町
甚目寺町,大治町

名古屋市
北,西,中,中村,

熱田,中川区

名古屋市
瑞穂,緑区

弥富市
木曽岬町
飛島村

名古屋市港区

東海市

広域避難計画の精査（４）

実現に向け
て、多くの
課題がある。





江東5区大規模水害広域避難計画（リーフレット 平成30年8月）

江東5区広域避難推進協議会

東京では？

江東５区では広域避難が検討されている。


